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「新体制を紹介します！」

――いま、ここから。
　　　市民の声を議場の中心に
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小林市議会だ

よ
り

９月

３月

６月12 月

「はなみずき」の花言葉には「私の想いを受けとめてください」という意味があります。

また、小林市にあふれる「花・水・木」など、いろいろな思いが込められています。



22023/6 はなみずきはなみずき№ 653

　本年度の当委員会は年間テーマである「子育て支援」

を中心に展開していきます。これから本格化する超少

子高齢化社会を見据え、本市にあった施策を調査、研

究して行政に政策提案を行います。また、子どもから

お年寄りまで、医療と福祉、税金、生活環境など市民

生活に直結する政策に関わる委員会でもあります。小

林に住んで良かったと思えるように関係機関と情報共

有し、市政に反映してまいります。

市民厚生委員会（定数６人）

有木 将吾

委員長

竹内 龍一郎

副委員長

髙野 良文

委員

貴嶋 憲太郎

委員

能勢 誠

委員

永野 雅己

委員

経済産業委員会（定数６人）

堀 研二郎

委員

小川 真

委員

押領司 剛

委員長

橋本 律子

副委員長

鎌田 豊数

委員

原 勝信

委員

大迫 みどり

委員

舞田 重治

委員長

松嶺 勇一

副委員長

前田 隆博

委員

野田 利典

委員

金松 勲

委員

　経済産業委員会の 6 人であります。２年間よろし

くお願いいたします。ロシアのウクライナ侵攻や新型

コロナウイルスは、物価高騰をはじめ、地方経済に多

大な被害をもたらしています。また今後、超少子高齢

化問題や人口減少、環境激変に伴う自然災害等多くの

課題を抱えております。経済産業委員会では農業や地

元中小企業の担い手不足等の課題に対し、政策提案に

取り組んでまいります。

　総務文教委員会は委員 6 人で構成されています。所

管は、効率的な財政及び行政運営、防災等の危機管理、

協働のまちづくりを含めた学校及び文化教育等、市民

生活に関わる分野を審査してまいります。

　本年度は、住みよい小林市を目指し「健幸のまちづ

くり拠点施設」、さらに小林市の未来を見据えた「公

共交通の利便性の検討」、「公共施設の今後の在り方」

等も調査し、あらゆる視点から活発な討議と慎重な審

査に心がけ、市政運営に提案を行ってまいります。

総務文教委員会（定数６人）

広報広聴委員会（定数８人）
　新しい発想と取組で、議会・議員の活動を発信して

まいります。また、意見交換会の開催を通して様々な

分野で活動される皆さまのご意見を議場へと届け、発

信してまいります。新人議員からベテラン議員で構成

されたメンバーで、アイデアを出し合い、広報広聴の

分野から開かれた身近な議会の構築に向けて、取り組

んでいきます。堀 研二郎

委員長

能勢 誠

副委員長

鎌田 豊数

委員

大迫 みどり

委員

松嶺 勇一

委員

金松 勲

委員

小川 真

委員

永野 雅己

委員

　　　　　　　　　令和５年５月に新たな議会体制がスタートしました。
　　今回の「 これ、 知っちょった？　」 は、「 議会構成　」 を特集します。 　

 議 長 ・ 副 議 長 ・ 議 会 選 出 監 査 委 員

 常 任 委 員 会

　　　議　長 　　　副議長
　吉藤 洋子   貴嶋 憲太郎

新
体
制
を

紹
介
し   
ま      
す
！

　議会はまちづくりの中心であり、『その議論の核（中心）は市民の

声である。』という思いから、誰も座っていない議場を撮影。誰もが

議場に座って発言している気持ちや、議場の中心が市民全員であるこ

とを表現しました。

表紙のひとコマ

 議会選出監査委員
　鎌田 豊数



  

　統一地方選挙で負託を受け、市議

会議員としての活動が始まりまし

た。

　議会構成も決まり、立新会もそれ

ぞれ自己研鑽を重ね、市政発展と地

域の課題解決に取り組みながら、市

民の安心・安全のために全力を尽く

してまいります。

会派名 立
りっしんかい

新会

会派

構成員

 貴嶋 憲太郎 （代表者）

 押領司 剛（経理責任者）

 前田 隆博

 有木 将吾

 松嶺 勇一

 能勢　誠

 小川　真

 堀　研二郎

　創生こばやしは新人議員を含む５

人の会派です。市民の皆様の声を

しっかりとお届けし、いち早く具現

化に向け行動していきます。

　これまで以上に市民により見え

る、開かれた議会に向けて全力で取

り組んでまいります。

会派名 創
そうせい

生こばやし

会派

構成員

 原　勝信（代表者）

 永野 雅己（経理責任者）

 吉藤 洋子

 舞田 重治

 金松　勲

　令和５年４月の統一地方選挙

で会派が新しくなりました。北

霧島政新会です。野尻地区在住

の野田利典、小林真方地区在住

の髙野良文の２人の会派です

が、お互いに協力し合い、小林

市の発展のため、精一杯行動い

たします。

会派名 北
きたきりしませいしんかい

霧島政新会

会派

構成員

 髙野 良文（代表者）

 野田 利典（経理責任者）

　「大衆とともに」の立党精神

を胸に市民に寄り添い、小さな

声にも耳を傾け、市政の様々な

課題に取り組みます。また市民

に信頼される議会、チーム議会

としての総合力を発揮できるよ

う議会改革にも全力で取り組み

ます。

会派名 公
こうめいとう

明党

会派

構成員

 鎌田 豊数

（代表者・経理責任者）

　少子高齢化社会に対応し、市

民の声を市政に反映した施策の

実現に向けた取組を進めます。

　平和憲法を守り、健康で安心

して暮らせるまちづくりを目指

します。

会派名 立
りっけんみんしゅとう

憲民主党

会派

構成員

 竹内 龍一郎

（代表者・経理責任者）
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今年も 6 月に市内小学校の 6 年生の皆さんが議場見学・議会傍聴に来てくれました。

子どもたちが書いた感想文をＱＲコードから読むことができます。

はなみずき№ 655

　議会運営委員会は、議会の円滑な運営を図るため設

置されています。重要案件がしっかり議論できるよう

に「論点整理や事前勉強会の効果的な展開」「委員長

報告に対して当局から回答を得る仕組み作り」「委員

会のリモート化」「４年前に導入したタブレットのさ

らなる有効活用」「委員会のオンライン化」等、取り

入れるべきものは早急に対応し、議会改革の先進地と

なるよう、また市民の信頼に応える開かれた議会運営

をさらに進めてまいります。
原 勝信 

委員長

有木 将吾

委員

大迫 みどり

副委員長

金松 勲

委員

松嶺 勇一

委員

野田 利典

委員 議会運営委員会（定数 6 人）

 議 会 運 営 委 員 会

　 会 　 派

会派名 日
にほんきょうさんとう

本共産党

会派

構成員

 大迫 みどり（代表者）

 橋本 律子（経理責任者）

　会派とは、市民の生活に密着した様々な施策を市政に反映させるため、同じような
考え方や意見を持つ議員同士のグループのことをいいます。
　現在の小林市議会の会派は、「立新会」「創生こばやし」「日本共産党」「北霧島政新
会」「立憲民主党」「公明党」の６会派で構成されています。

《代表者からのコメント》

《代表者からのコメント》

《代表者からのコメント》

《代表者からのコメント》

《代表者からのコメント》

《代表者からのコメント》

　「子どもにいちばんよいこと

を」、「市民によりそいくらしを

まもる」２人が掲げたメッセー

ジです。赤ちゃんからお年寄り

まで、だれもが人格を持った

「人」として尊重され、幸せを

実感できる市政を目指して頑張

ります。

議 場 見 学 議 会 傍 聴／

 1 組
感想文
　▼

 2 組
感想文
　▼

 3 組
感想文
　▼

感想文
　▼

感想文
　▼

感想文
　▼
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松
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９
日
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久
津
小
学
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11
名

　

（
６
月
19
日
）

西
小
林
小
学
校　

28
名

　

（
６
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21
日
）

栗
須
小
学
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27
名

　

（
６
月
29
日
）



答 問
　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

意

　
　

高
齢
者
に
自
分
の
聞
こ
え
の

程
度
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

定
期
健
康
診
断
の
項
目
に
聴
力
検

査
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
検
査

項
目
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　

文
字
表
示
の
あ
る
防
災
ラ
ジ

オ
は
難
聴
者
に
も
配
付
可
能
か
。

　
　

在
庫
は
あ
る
の
で
、
今
後
周

知
し
て
い
き
た
い
。

　
　

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
助
成
に
取
り
組
む
考
え
は
。

　
　

宮
崎
県
市
長
会
と
し
て
国
に

要
望
し
て
い
く
。
市
と
し
て
の
対

応
は
財
政
的
に
難
し
い
。

　
　

高
齢
者
は
市
の
宝
。
ぜ
ひ
前

向
き
に
検
討
を
。

　
　

現
在
の
現
場
の
状
況
は
。

　
　

朝
６
時
前
に
出
勤
、
夜
11
時

過
ぎ
に
退
勤
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
先
生
た
ち
も
苦
慮
し
て
い
る
。

　
　

教
員
を
増
や
す
た
め
に
、
国

庫
負
担
・
定
数
算
定
方
法
の
改
定

を
国
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

　
　

気
持
ち
は
同
じ
。
算
定
係
数

ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
定
数

の
増
・
義
務
教
育
費
の
全
額
国
庫

負
担
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
要
望

し
て
い
る
。

　
　

「
先
生
が
足
り
な
い
」
と
い

う
現
状
が
あ
る
。
教
師
の
労
働
条

件
は
子
ど
も
の
教
育
条
件
。
教
員

を
増
や
す
政
策
は
待
っ
た
な
し

だ
。

　
　

保
育
施
設
に
お
け
る
使
用
済

み
紙
お
む
つ
の
処
分
は
。

　
　

市
内
の
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
24
園
の
う
ち
、
持
ち
帰
り
が

17
％
、
残
り
の
83
％
が
施
設
で
処

分
し
て
い
る
。

　
　

保
護
者
の
費
用
負
担
の
状
況

は
。

　
　

施
設
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

保
護
者
負
担
な
し
が
75
％
、
負
担

あ
り
が
25
％
で
あ
る
。

　
　

処
分
費
用
を
市
で
負
担
で
き

な
い
か
。

　
　

機
会
を
捉
え
て
、
国
等
へ
の

要
望
も
検
討
し
た
い
。

　
　

県
の
お
む
つ
の
負
担
軽
減
モ

デ
ル
事
業
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　
　

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る

の
で
、
今
後
調
査
・
研
究
し
た
い
。

　
　

の
じ
り
こ
ぴ
あ
旧
バ
ラ
園
施

設
の
利
活
用
は
。

　
　

賃
貸
借
契
約
し
て
い
る
の

で
、
現
在
の
契
約
者
と
利
用
方
法

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
検
討
し
て

い
く
。

　
　

小
林
総
合
運
動
公
園
野
球
場

は
芝
の
管
理
も
あ
り
、
平
日
の
使

用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
芝
生

以
外
の
部
分
は
活
用
で
き
な
い

か
。

　
　

内
野
の
土
の
部
分
だ
け
で
も

使
え
な
い
か
、
芝
の
管
理
業
者
と

協
議
し
、
検
討
し
て
い
く
。

公
共
施
設
の
活
用
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聞こえのバリアフリー
問答 補

聴
器
購
入
助
成
を
ぜ
ひ

子どもも先生も楽しい学校を

教
職
員
の
働
き
方
は
限
界

　
　

タ
ク
シ
ー
券
交
付
実
績
は
。

　
　

令
和
３
年
度
１
０
９
７
件
、

令
和
４
年
度
１
０
２
９
件
。

　
　

交
付
要
件
の
所
得
制
限
の
撤

廃
の
考
え
は
。

　
　

要
件
緩
和
を
行
い
、
使
い
勝

手
の
良
い
制
度
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
る
。
福
祉
的
観
点
で
実
施
し

て
い
る
事
業
で
あ
り
、
所
得
等
で

線
引
き
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

市
の
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
全
高
齢
者
に
対
す

る
本
当
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
所
得
制
限
の
撤
廃
を
。

　
　

市
と
し
て
、
帯
状
疱
疹
の
現

状
把
握
は
。

　
　

帯
状
疱
疹
は
、
医
療
機
関
か

ら
報
告
を
必
要
と
し
な
い
疾
患
の

た
め
、
具
体
的
数
字
は
把
握
し
て

い
な
い
。

　
　

帯
状
疱
疹
は
、
特
に
50
歳
以

上
で
加
齢
・
ス
ト
レ
ス
・
疲
労
に

よ
る
免
疫
低
下
に
よ
り
発
症
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
効
果
が
あ
る
が
、

高
額
で
あ
る
。
市
民
の
健
康
を
守

る
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を

助
成
す
る
考
え
は
。

　
　

県
内
９
市
は
助
成
を
し
て
い

な
い
。
助
成
制
度
導
入
に
は
え
び

の
市
、
高
原
町
と
足
並
み
を
そ
ろ

え
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。

はなみずき№ 657

高齢者に優しい施策を

紙おむつ処分の現状は

福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成

帯状疱疹の予防接種に助成を

利活用されていない旧バラ園施設

　
問答

問答問

問答

答

　
問答

　
問答

　
問答

　
問答

問答帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
費
用

問答 意 問答問答意

問答問答意

一般質問者のＱＲコードから、録画配信を YouTube（ユーチューブ）で

ご覧いただくことができます。

議会中継　ライブ配信・録画配信ページはコチラのＱＲコードから⇒

小林市議会　動画配信 検索

◎ライブ配信は定例会「本会議」の開会中に配信しています。

インターネットでもご覧になれます！

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
▼
▼

議会

中継

一
般
質
問

市
民
の
声
を
市
政
へ
お
届
け

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
▼
▼

立
りっしんかい

新会
前
ま え だ

田 隆
たかひろ

博 議員

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
▼
▼

立
りっけんみんしゅとう

憲民主党
竹
たけうち

内 龍
りゅういちろう

一 郎 議員

出
典
：
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン

株
式
会
社
、
「
帯
状
疱
疹
予
防.jp

」

　議員が日ごろの議員活動を通して疑問に感じていること

や改めたいこと、実現すべきことについて質問・提案し、

市長・部長等が答弁します。

　６月定例会では 11 人の議員が質問しました。

日
にほんきょうさんとう

本共産党
橋
はしもと

本 律
り つ こ

子 議員



　
　

　
　

昨
年
生
ま
れ
た
子
供
の
数

は
、
目
標
値
３
０
０
人
に
対
し

２
３
４
人
で
あ
る
。
出
会
い
の
創

出
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育

て
支
援
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
つ
く
っ
て
本
気
で
や
る
べ
き
で

は
。

　
　

少
子
化
対
策
関
係
課
会
議
を

設
置
し
、
庁
舎
内
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
４
月
に
設

置
し
た
こ
ど
も
課
に
お
い
て
、
支

援
対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

　
　

子
育
て
施
策
の
調
査
で
、
市

が
重
点
的
に
取
り
組
む
必
要
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
項
目
で
、
小
児

医
療
の
充
実
が
69
・
6
％
で
あ
る
。

小
児
救
急
、
入
院
環
境
、
夜
間
診

療
、
休
日
対
応
の
考
え
は
。

　
　

　
　

入
院
診
療
、
深
夜
帯
の
診
療

体
制
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。
県

が
策
定
を
進
め
る
医
療
計
画
等
に

お
い
て
、
県
内
に
４
つ
の
こ
ど
も

医
療
圏
を
設
定
し
て
体
制
整
備
を

図
っ
て
い
る
。

　
　

令
和
９
年
の
ゼ
ロ
歳
児
人
口

は
、
２
０
０
人
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
も
平
成
25
年
に
廃
校

に
な
っ
た
小
学
校
も
あ
り
、
児
童

人
口
の
減
少
は
学
校
の
統
廃
合
が

懸
念
さ
れ
る
が
。
ま
た
、
教
育
施

設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は
。

　
　

児
童
生
徒
数
の
著
し
い
減
少

が
見
込
ま
れ
る
学
校
は
、
改
築
等

が
必
要
で
あ
れ
ば
統
廃
合
、
複
合

化
、
長
寿
命
化
を
検
討
す
る
。

　
　

小
林
市
の
役
割
は
。

　
　

宮
崎
県
南
部
地
域
大
規
模
災

害
対
策
連
携
推
進
協
議
会
を
10
市

町
で
設
立
し
て
い
る
。
後
方
支
援

の
役
割
と
し
て
都
城
市
の
活
動
を

補
完
・
強
化
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
中
で
策
定
し
た
災
害

時
広
域
連
携
計
画
に
基
づ
き
県
及

び
関
係
市
町
と
連
携
し
、
訓
練
な

ど
を
通
じ
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

備
え
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

　
　

避
難
者
へ
の
対
応
は
。

　
　

同
計
画
の
中
で
宮
崎
市
、
日

南
市
の
避
難
者
２
万
４
７
９
１
人

を
内
陸
部
の
市
町
で
支
援
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
は

都
城
市
で
支
援
可
能
で
あ
る
が
、

関
係
市
町
に
お
い
て
は
必
要
な
場

合
に
避
難
者
の
受
入
れ
を
分
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

水
、
ト
イ
レ
の
確
保
は
。

　
　

水
に
つ
い
て
は
2
ℓ
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
４
５
６
本
備
蓄
し
て
い

る
。
加
え
て
、
水
会
社
と
災
害
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
組
み
立
て
式
簡
易

ト
イ
レ
45
台
、
マ
ン
ホ
ー
ル
対
応

型
50
台
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
ル
ー
ム
・

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ト
イ
レ
セ
ッ
ト

１
２
０
台
、
合
計
２
１
５
台
準
備

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

■
健
幸
都
市
の
推
進
に
つ
い
て

■
コ
ロ
ナ
禍
後
の
子
ど
も
の
現
状

に
つ
い
て

     

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
行

す
る
中
、
い
つ
ま
で
も
楽
し
く
元

気
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
施
策

が
必
要
。
高
齢
者
訪
問
調
査
か
ら

見
え
て
く
る
現
状
と
課
題
は
。　

　
　

年
代
が
高
く
な
る
ほ
ど
一
人

暮
ら
し
の
割
合
が
高
い
。
将
来
的

に
施
設
介
護
よ
り
在
宅
介
護
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
。
希
望
に
沿
っ
た

高
齢
者
施
策
が
必
要
。

　
　

子
ど
も
の
教
育
を
受
け
る
権

利
を
保
障
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に

も
高
す
ぎ
る
保
護
者
負
担
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
が
。

　
　

特
に
入
学
時
の
負
担
が
大
き

く
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
い

う
声
も
聞
く
。
経
済
的
な
事
情
で

児
童
生
徒
の
学
習
の
機
会
が
損
な

わ
れ
な
い
よ
う
に
、
必
要
な
時
に

就
学
援
助
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
教

育
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　
　

学
校
給
食
の
無
償
化
は
、
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
全
額
補

助
を
。

　
　

学
校
給
食
応
援
事
業
は
、
子

育
て
世
代
の
負
担
軽
減
や
児
童
生

徒
の
学
校
給
食
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
の
醸
成
な
ど
、
食
育
の
観

点
か
ら
も
意
義
が
あ
る
。
半
額
補

助
を
継
続
す
る
た
め
、
財
源
確
保

に
力
を
入
れ
る
。
国
が
無
償
化
す

る
こ
と
は
大
歓
迎
。

大規模地震への備えは

子育て世代の負担軽減

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
は

防災マップの確認を

教育の一環としての学校給食

問答

答 問問

問答

答

答
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須
木
地
区
体
育
館
や
須
木
小

中
学
校
の
雨
漏
り
や
壁
の
亀
裂
な

ど
、
老
朽
化
に
よ
る
事
故
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
補
修
の
計
画
は
。
須

木
地
区
体
育
館
は
避
難
所
に
も

な
っ
て
い
る
が
。

　
　

須
木
地
区
体
育
館
は
第
２
次

避
難
所
と
な
っ
て
お
り
、
雨
漏
り

し
て
い
る
状
況
は
確
認
し
て
い
る

た
め
、
今
後
十
分
検
討
し
た
い
。

学
校
に
お
い
て
も
、
市
内
の
他
の

学
校
施
設
の
状
況
を
見
な
が
ら
緊

急
性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
的
に

対
応
し
た
い
。

　
　

新
し
ん
い
く
さ
だ
に

軍
谷
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
性

は
。

　
　

ト
ン
ネ
ル
の
調
査
・
点
検
は
、

県
土
木
事
務
所
に
お
い
て
５
年
ご

と
に
実
施
し
て
い
る
。
ひ
び
割
れ

や
漏
水
は
あ
る
が
、
利
用
者
の
安

全
性
に
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
い
状

態
で
あ
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
も
ほ
ぼ

毎
日
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　
　

須
木
地
区
か
ら
小
林
市
内
へ

の
迂
回
路
の
状
況
は
。

　
　

市
道
永
田
奈
佐
木
線
は
落

石
・
倒
木
も
多
く
、
住
民
か
ら
の

通
報
を
受
け
て
随
時
対
応
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、
現
在
は
ひ
と
通
り

補
修
を
終
了
し
て
い
る
。
大
規
模

林
道
宇
目
・
須
木
２
号
線
は
、
昨

年
の
台
風
で
落
石
等
が
多
く
発
生

し
て
い
る
が
、
機
能
が
十
分
発
揮

さ
れ
る
よ
う
改
善
し
て
い
き
た

い
。
市
道
夏
木
九
々
瀬
線
～
橋
満
・

九
々
瀬
峠
線
は
、
ほ
ぼ
適
切
に
維

持
管
理
さ
れ
て
い
る
。

はなみずき№ 659

公共施設の安全性確保

安心して子供を育てられる環境を

新軍谷トンネル・公共施設の雨漏り

問

問

答

問 答

答 問

答

問答

高
齢
者
の
暮
ら
し
支
援
を

義
務
教
育
は
無
償
と
言
う
が

問

市
長
の
政
治
姿
勢

児童人口減少への影響

答 問

答

地
域
の
生
活
道
路
対
策

問

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
▼
▼

日
にほんきょうさんとう

本共産党
大
おおさこ

迫 みどり 議員

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
▼
▼

立
りっしんかい

新会
 押
おうりょうじ

領司 剛
つよし

 議員

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
▼
▼

創
そうせい

生こばやし
金
かねまつ

松 勲
いさお

 議員

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
▼
▼

　創
そうせい

生こばやし　
原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員



　
　

地
域
農
業
は
ど
う
変
わ
る
の

か
。

　
　

農
家
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地

の
拡
大
が
進
ま
な
い
よ
う
地
域
で

話
し
合
い
、
地
域
計
画
を
策
定
し
、

次
世
代
に
着
実
に
引
き
継
ぐ
。

　
　

農
家
が
20
年
後
、
４
分
の
１

に
な
る
見
込
み
。
地
域
計
画
は
可

能
か
。

　
　

多
様
な
担
い
手
や
ス
マ
ー
ト

農
業
の
活
用
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。

　
　

木
材
の
自
由
化
の
影
響
で
、

山
間
部
に
多
く
の
限
界
集
落
が
発

生
し
た
。
地
域
計
画
も
そ
う
な
ら

な
い
か
。

　
　

今
後
、
話
合
い
の
中
で
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
計
画

を
進
め
て
い
く
。

　
　

ス
マ
ー
ト
農
業
、
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
や
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
位
置
づ
け
は
。

　
　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
よ

る
省
力
化
・
コ
ス
ト
削
減
、
ま

た
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
に
基
づ
く
減
農
薬
・
減
肥
料
や

地
域
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
含

め
、
農
地
の
有
効
活
用
・
農
家
の

所
得
向
上
・
地
域
活
性
化
の
た
め

の
取
組
と
し
て
有
用
な
施
策
と
な

る
よ
う
話
合
い
の
中
で
意
見
を
伺

い
な
が
ら
盛
り
込
む
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
　

農
産
物
が
安
い
の
で
、
市
の

基
本
構
想
の
見
直
し
に
は
現
場
の

声
を
。

　
　

県
の
基
本
方
針
の
内
容
を
確

認
し
、
現
場
の
意
見
を
聞
き
、
変

更
し
て
い
く
。    

　
　

　
　

　
　

田
植
え
学
習
や
、
登
校
見
守

り
隊
で
、
学
校
と
地
域
の
連
携
が

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
が
。

　
　

地
域
世
代
間
交
流
、
生
涯
を

通
じ
て
学
ぶ
環
境
の
あ
る
ま
ち
を

目
指
し
て
い
る
。
教
職
員
の
大
量

退
職
時
代
を
迎
え
て
い
る
た
め
、

学
校
に
も
引
継
ぎ
を
慎
重
に
す
る

よ
う
指
導
し
た
い
。
今
後
は
地
域

と
連
携
す
る
仕
組
み
を
十
分
機
能

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
切

で
あ
る
。

　
　

健
康
増
進
法
が
改
正
さ
れ
、

学
校
は
原
則
、
敷
地
内
禁
煙
と

な
っ
た
。
た
だ
し
、
受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
措
置
を
と
れ
ば
、
学
校

の
屋
外
に
喫
煙
所
を
設
置
で
き

る
。
た
ば
こ
税
は
年
３
億
円
超
と

市
税
の
中
で
も
３
番
目
に
大
き
い

財
源
。
本
市
で
の
設
置
は
。

　
　

本
市
は
、
す
べ
て
の
学
校
で

敷
地
内
喫
煙
所
は
設
け
て
い
な

い
。
施
設
利
用
者
が
児
童
生
徒
で

あ
る
た
め
、
身
体
に
及
ぼ
す
影

響
、
子
ど
も
中
心
の
教
育
的
配
慮

か
ら
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

そ
の
他
の
質
問

■
小
・
中
学
校
の
登
下
校
に
つ
い

て
　
　
　

学校と地域との連携は

地域計画と農業活性化

学校と地域が連携した美しい風景

ＪＡトレーニングセンターの研修

問答

問

答

問 答

問答

答 問
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災
害
時
の
市
民
へ
の
情
報
伝

達
方
法
と
防
災
ラ
ジ
オ
の
点
検
並

び
に
九
州
電
力
と
の
連
携
は
。

　
　

市
の
防
災
メ
ー
ル
、
防
災
ラ

ジ
オ
等
で
伝
達
し
て
い
る
。
防
災

ラ
ジ
オ
の
点
検
を
各
地
区
で
の
災

害
訓
練
や
講
座
で
周
知
し
て
い

く
。
九
州
電
力
と
は
災
害
復
旧
に

関
す
る
覚
書
を
締
結
し
て
お
り
、

停
電
状
況
等
の
連
絡
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

　
　

も
っ
と
緊
密
に
連
携
し
て
、

い
つ
復
旧
が
で
き
る
か
確
認
を
。

　
　

災
害
時
の
停
電
地
区
へ
の
発

電
機
の
対
応
は
。

　
　

停
電
が
長
期
間
に
わ
た
る
場

合
は
、
市
が
備
蓄
し
て
い
る
発
電

機
を
必
要
に
応
じ
て
使
用
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
所
有
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
整

備
計
画
は
。

　
　

施
設
の
老
朽
化
で
再
整
備
は

難
し
い
。
の
じ
り
こ
ぴ
あ
で
は
多

目
的
広
場
で
キ
ャ
ン
プ
を
試
行
的

に
実
施
し
、
す
き
む
ら
ん
ど
も
同

様
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
芝
生
広

場
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

ゆ
～
ぱ
る
の
じ
り
の
宿
泊
再

開
は
。

　
　

ハ
ー
メ
ッ
ク
の
じ
り
（
株
）

の
経
営
の
健
全
化
を
優
先
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　

はなみずき№ 65 11

災
害
時
の
停
電
対
応
は

電池は定期的に交換を

問答問答

答 問答 問

　
　

空
き
店
舗
の
現
状
と
市
の
取

組
は
。

　
　

商
工
会
議
所
の
調
査
に
よ
る

と
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
20
店
舗

前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
中
に

は
店
舗
を
解
体
し
駐
車
場
に
し
た

り
、
状
態
が
悪
く
活
用
の
で
き
な

い
物
件
も
あ
る
た
め
、
単
純
に
は

比
較
で
き
な
い
。
活
性
化
に
つ
い

て
は
、
空
き
店
舗
に
新
た
な
創
業

者
が
入
居
し
、
賑
わ
い
を
も
た
ら

す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
市
で

は
、
改
修
費
や
家
賃
の
一
部
を
支

援
す
る
新
規
創
業
者
支
援
や
、
小

林
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
た
創
業
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　
　

本
市
の
現
状
は
。

　
　

令
和
４
年
度
の
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
金
額
は
、

３
１
６
７
万
８
千
円
と
な
っ
て

い
る
。
捕
獲
数
の
実
績
は
シ
カ

が
２
４
０
４
頭
、
イ
ノ
シ
シ
が

１
３
１
１
頭
、
サ
ル
が
７
頭
、
ア

ナ
グ
マ
が
２
２
２
頭
で
あ
る
。
捕

獲
方
法
は
、
小
林
猟
友
会
員
の
協

力
で
有
害
鳥
獣
駆
除
班
を
編
成
し

て
、
銃
器
や
罠
に
よ
る
駆
除
を
し

て
い
る
。

若者が創業できる街へ
中
心
市
街
地
活
性
化
を

新規店舗が増えている赤松通り

問答

鳥
獣
被
害
対
策

学
校
の
喫
煙
場
所

答

問 答 問

観
光
行
政
は

問答

意

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
▼
▼

創
そうせい

生こばやし
舞
ま い た

田 重
しげはる

治 議員

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
▼
▼

立
りっしんかい

新会
小
お が わ

川 真
まこと

 議員

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
▼
▼

北
きたきりしませいしんかい

霧島政新会
野

の だ

田 利
としのり

典 議員

災害停電時の支援体制

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
▼
▼

北
きたきりしませいしんかい

霧島政新会
髙
た か の

野 良
よしふみ

文 議員



議
案
概
要

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
て

い
る
多
機
能
端
末
機
で
印
鑑
登
録
証
明

書
を
交
付
す
る
手
続
を
定
め
た
規
定
の

改
正
。

意
見　

　

機
器
の
経
年
劣
化
等
に
よ
る
更
新
費

用
の
後
年
度
負
担
が
想
定
さ
れ
る
。
基

金
の
創
設
を
踏
ま
え
た
財
源
確
保
の
方

策
を
検
討
す
べ
き
。

意
見　

　

今
後
の
消
防
団
詰
所
の
建
替
計
画
に

つ
い
て
は
、
消
防
団
員
数
の
状
況
や
地

域
の
実
情
も
十
分
に
踏
ま
え
て
進
め
ら

れ
た
い
。

事
業
概
要　

　

消
防
団
第
７
分
団
第
５
部
詰
所
が
老

朽
化
し
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
立
地

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
移
転
新
築
の
た

め
の
建
築
設
計
委
託
料
及
び
土
地
造
成

工
事
費
。　

請願第１号

122023/6 はなみずき

６月定例会のあらまし・委員会審査報告

　6月定例会は、6月１２日から７月４日まで２３日間の会期で開かれ、市長から提案され

た令和５年度一般会計補正予算案など１３議案の審議を行い、いずれも原案のとおり可決し

ました。

　なお、開会日までに受理された請願2件、陳情１件についてはいずれも不採択となり、ま

た、議員提出の意見書案１件を原案のとおり可決し、関係機関に意見書を送付しました。

はなみずき№ 6513

◆
消
防
団
詰
所
移
転
計
画

◆
農
業
の
担
い
手
育
成

　
（
畜
産
競
争
力
強
化
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
１
９
万
８
千
円
）

　
　

今
後
の
事
業
の
推
進
は
。

　
　

農
家
・
行
政
・
農
協
が
協
力
し
て

地
域
の
畜
産
力
を
高
め
る
事
業
。
こ
の

事
業
に
よ
り
本
市
の
畜
産
規
模
は
格
段

に
拡
大
さ
れ
た
。
今
後
も
各
協
議
会
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答 ◆
食
育
・
地
産
地
消

　
　
（
農
産
物
消
費
拡
大
推
進
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

７
０
万
円
）

　
　

（
消
防
施
設
整
備
事
業
費　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
４
１
万
６
千
円
）

◆
厳
し
い
国
保
財
政
に
関
心
を

（
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算　
　
　

　
　
　
　
　

 

１
億
３
７
３
０
万
５
千
円
組
替
え
）

◆
端
末
交
付
で
利
便
性
向
上
へ

　

（
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

陳情第１号

【委員会での主な意見】
　陳情要旨にある「議決を行わないよう
にしてください」を求めることについて
は、議会の権限を制限するものであり、
受け入れることはできない。

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
率
一
○
○
％

　
　

（
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
）

【委員会での主な意見】
　核兵器の廃絶への思いは同じくする
が、請願書及び意見書案にある「核兵
器が基礎になって開発された原子力発電
所」は誤解を招く表現であり、議会とし
て賛同することができない。

【委員会での主な意見】
　新型コロナウイルス感染症の影響も
残っている中での制度の実施は時期尚早
である。また、制度が複雑であるため、
対象者がしっかり制度を理解し、免税事
業者か課税事業者になることの選択の判
断ができるようにした上で、制度を実施
すべきである。

【結果】　本会議で委員長報告があり、採決の結果、
　　　　　　　　　　　　　可否同数となったため、議長裁決により不採択となりました。

　インボイス制度は公平な税負担につなが
る。取引環境の整備も取り組まれている。国
は制度導入を 10 月まで延期し、本市でも商
工会議所等で研修会を実施し、準備を進めて
いる。さらなる延期は混乱を招く。延期では
なく円滑導入に向けた改善策を提案すべき。

　消費税は、経営が赤字でも納税義務が発生
する過酷な税制。中小零細事業者には、負
担軽減策として免税点制度が定められている
が、インボイスは、課税事業者になることを
強いるもので、広範囲の経済活動に影響が及
ぶ。

賛
成
討
論

反
対
討
論

請願第２号

意見書案第１号

【意見書の概要】　
　森林及び林業就業者の多い市町村が必
要な森林整備をより一層推進することが
できるよう、森林環境譲与税の譲与基準
を見直すことを国に求める。

★意見書全文はこちら▶▶▶

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求め
る意見書

　　議会改革特別委員会
　　　を設置しました

【目的】
　開かれた議会の構築並びに時代に即応した議員活動
及び議会活動の充実を図るため、 議会改革を推進す
ることを目的とする。

【期間】　令和５年７月４日～令和７年３月末

【構成員】　８人

委　員　長　　竹内 龍一郎
副委員長　　鎌田 豊数

【結果】
　本会議で議会運営委員長から提案理由説
明があり、採決の結果、全会一致で可決、
関係行政庁へ送付しました。

総務文教委員会・分科会

経済産業委員会・分科会

市民厚生委員会・分科会
　
　

国
保
加
入
者
の
１
人
当
た
り
の
医

療
費
は
。

　
　

令
和
２
年
度
は
42
万
７
５
３
９

円
、令
和
３
年
度
は
46
万
２
１
７
４
円
、

令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年

度
と
同
程
度
ま
た
は
上
昇
の
見
込
み
。

問答
　
　

市
民
に
対
す
る
手
続
支
援
は
。

　
　

国
が
開
設
し
て
い
る
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
を
案
内
す
る
。

問答

「核兵器禁止条約署名批准を促進する意
見書」を国に提出することを求める請願

【結果】　本会議で委員長報告があり、採決の
結果、賛成少数で不採択となりました。

全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な
声明に対する陳情

【結果】　本会議で委員長報告があり、採決の
結果、全会一致で不採択となりました。

大
迫 

み
ど
り 

議
員

鎌
田 

豊
数 

議
員

「消費税インボイス制度の実施延期を求
める意見書」を国に提出することを求め
る請願

  委　員　　松嶺 勇一
  委　員　　永野 雅己
  委　員　　前田 隆博  
  委　員　　舞田 重治  
  委　員　　大迫 みどり
  委　員　　髙野 良文

議
案
概
要　

　

令
和
５
年
３
月
の
市
内
業
者
の
寄
附

を
受
け
、
市
内
の
全
小
中
学
校
に
大
型

提
示
装
置
を
整
備
す
る
。

意
見　

　

今
後
も
生
産
者
を
動
画
で
紹
介
す
る

な
ど
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
形
の
食
育

を
推
進
し
、
市
内
農
産
物
の
消
費
拡
大

に
努
め
ら
れ
た
い
。

意
見　

　

飼
料
や
燃
油
価
格
の
高
騰
等
、
経
営

環
境
が
厳
し
い
状
況
下
で
あ
る
が
、
今

後
も
取
組
主
体
の
経
営
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
、
事
業
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た

い
。

意
見

　

計
画
的
な
財
政
運
用
を
図
る
と
と
も

に
、
医
療
費
抑
制
、
市
民
の
健
康
意
識

の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
関
係
各
課
と

連
携
し
た
取
組
を
。

意
見　

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
伴
う
市
民
の

不
安
に
対
応
す
る
た
め
、
情
報
収
集
及

び
関
係
各
課
と
の
連
携
を
。

事
業
概
要　

　

学
校
給
食
へ
地
元
農
産
物
を
提
供

し
、
児
童
・
生
徒
の
地
産
地
消
及
び
食

育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
内
農
産

物
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

事
業
概
要

　

西
諸
県
地
域
肉
用
鶏
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
に
補
助
を
行
い
、
市
内
養
鶏
の
規

模
拡
大
を
図
る
。　
　

事
業
概
要　

　

歳
入
の
国
民
健
康
保
険
税
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
繰
越
金
を
増

額
し
予
算
の
組
替
え
を
行
う
。
な
お
、

国
保
税
の
税
率
は
据
え
置
く
。
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議案の内容は
こちら▶▶▶

はなみずき№ 6515

～
神
社
が
繋つ

な

ぐ
伝
統
と
継け

い
し
ょ
う承　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
野
尻
町
紙か

み

や屋
地
区
）
～

　

宮ぐ
う
じ司
は
一
七
代
吉
村
孝
久
氏
。
例れ
い
た
い
さ
い

大
祭
は
毎
年

11
月
23
日
に
神し
ん
じ事

と
五ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
を
祝
う｢

ほ
ぜ
祭

り｣

を
行
う
。
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
り
昭
和
初
期

の
恐
き
ょ
う
こ
う慌
以
降
途と

だ絶
え
が
ち
で
あ
っ
た｢

城
攻
め

お
ど
り｣

を
昭
和
57
年
に
50
年
ぶ
り
に
老
人
ク
ラ

ブ
と
紙
屋
小
学
校
の
児
童
が
復
活
さ
せ
、
現
在
も

伝で
ん
し
ょ
う承
保
存
し
て
い
る
。
小
学
生
の
踊
り
は
皆
に

感
動
を
与
え
る
。　
　
　
　
　
　

（
参
考
文
献
：
野
尻
町
史
・
久
遠
の
遺
産
）

   　

取
材
・
編
集
：
松
嶺　

勇
一
／
金
松　

勲

手 洗 石　　　　　　　　　　　 神社入口

高妻神社の位置図

高城町四家

方面

至 宮崎市

小林市内

方面

野尻庁舎

紙屋出張所

小林警察署

紙屋駐在所

紙屋郵便局

268

紙屋バス停

高妻神社

語
り
継
ぐ
小
林
の
歴
史

令和５年第３回臨時会    表決結果一覧
（令和 5 年 5 月 15 日～ 5 月 16 日）

堀 

研
二
郎

小
川 

真

能
勢 

誠

野
田 

利
典

松
嶺 

勇
一

橋
本 

律
子

永
野 

雅
己

金
松 

勲

有
木 

将
吾

押
領
司 

剛

前
田 

隆
博

貴
嶋 

憲
太
郎

竹
内 

龍
一
郎

舞
田 
重
治

吉
藤 
洋
子

原 
勝
信

鎌
田 

豊
数

大
迫 

み
ど
り

髙
野 

良
文

報告案件
報告 1

専決処分の承認を求めることについて
（一般会計補正予算（第２号））

※子育て世帯生活支援特別給付金支給事業費に係る
もの

承認 ○○○○○○○○○○○○○○－○○○○

報告 2 専決処分の承認を求めることについて
（市税条例の一部改正）

承認 ○○○○○○○○○○○○○○－○○○○

R5 補正予算　
議案 40 一般会計補正予算（第３号）

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○○○－○○○○

人事案件
議案 41

監査委員の選任 
・貴嶋 憲太郎（きじま けんたろう）議員 同意 ○○○○○○○○○○○除○○－○○○○

議案番号 議案名 表決
結果

令和５年第４回定例会    表決結果一覧
（令和 5 年６月 12 日～７月４日）

堀 
研
二
郎

小
川 

真

能
勢 

誠

野
田 

利
典

松
嶺 

勇
一

橋
本 

律
子

永
野 

雅
己

金
松 

勲

有
木 

将
吾

押
領
司 

剛

前
田 

隆
博

貴
嶋 

憲
太
郎

竹
内 

龍
一
郎

舞
田 

重
治

吉
藤 

洋
子

原 

勝
信

鎌
田 

豊
数

大
迫 

み
ど
り

髙
野 

良
文

報告案件
報告  3

【7 月 4 日追加議案】
専決処分した事件の報告 報告に対する質疑をもって終了

報告  4 【7 月 4 日追加議案】
専決処分した事件の報告 報告に対する質疑をもって終了

R5 補正予算　
議案 42 一般会計補正予算（第４号）

原案
可決 ○欠○○○●○○○○○○欠○－○○●○

議案 43 国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
原案
可決 ○欠○○○○○○○○○○欠○－○○○○

議案 44 下水道事業会計補正予算（第１号）
原案
可決 ○欠○○○○○○○○○○欠○－○○○○

議案 52
【7 月 4 日追加議案】

一般会計補正予算（第 5 号）
※肉用牛振興対策事業費（臨時）に係るもの

原案
可決 ○欠○○○○○○○○○○欠○－○○○○

条例関係
議案 45 印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正

原案
可決 ○欠○○○●○○○○○○欠○－○○●○

議案 46 安全で住みよいまちづくり条例等の一部改正
原案
可決 ○欠○○○○○○○○○○欠○－○○○○

議案 47 国民健康保険税条例の一部改正
原案
可決 ○欠○○○○○○○○○○欠○－○○○○

議案 48
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例及び家庭的保育事業等の
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

原案
可決 ○欠○○○○○○○○○○欠○－○○○○

議案 49 介護保険条例の一部改正
原案
可決 ○欠○○○○○○○○○○欠○－○○○○

議案 50 景観条例の一部改正
原案
可決 ○欠○○○○○○○○○○欠○－○○○○

その他
議案 51 財産の取得

原案
可決 ○欠○○○○○○○○○○欠○－○○○○

請願
請願  1

「核兵器禁止条約署名批准を促進する意見書」を国
に提出することを求める請願 不採択 ●欠●○●○●●●●●●欠●－●●○○

請願  2 「消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書」
を国に提出することを求める請願

不採択
（※） ●欠○○○○●○●●○●欠●－●●○○

陳情
陳情  1 

全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な声明に対す
る陳情 不採択 ●欠●●●●●●●●●●欠●－●●●●

意見書
意見書  1 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

原案
可決 ○欠○○○○○○○○○○欠○－○○○○

議案番号 議案名 表決
結果

※可否同数につき、議長裁決により不採択

「小林市議会の運営に関する基準」に基づき、提案された全議案に対して、各議員の表決態度（賛否）を公表しています。

掲載に当たっては、次のとおりです。

（○ : 賛成　● : 反対　欠 : 欠席　除 : 法律により採決に加われない者　－ : 議長は表決には加わらないため）

議案の内容は
こちら▶▶▶

追加議案

↑吉村宮司へのイ
ンタビュー動画を
ご覧になれます。

○議会への提言・疑問・質問などお寄せください。

○今回の「はなみずき」で関心のあることや感想が

あればお書きください。また、もっと読みたくなる

ような「アイデア」があればお寄せください。
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↑紙屋城攻め踊り
に関する動画をご
覧になれます。



料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和5年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名
ふりがな

※「はなみずき」に掲載させていただく場合に、イニシャルやペンネームをご希望される場合は
ご記入ください。

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください
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一
地
方
選
挙
か
ら
新
体
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と
な
っ

た
議
会
。

　

喜
び
の
感
覚
よ
り
、
議
員
と
し
て
の
責
務
を

全
う
し
て
行
く
覚
悟
を
改
め
て
刻
ん
だ
２
ヶ

月
。

　

６
月
定
例
会
を
終
え
、
改
選
後
初
の
「
は
な

み
ず
き
」
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
情
報

発
信
が
あ
る
中
で
、
新
た
な
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掛
け
で
議
会
と

市
民
を
繋
ぐ
、
記
憶
に
刻
ま
れ
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報
紙
づ
く

り
を
目
指
し
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ま
い
り
ま
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。
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報
広
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委
員
長　
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研
二
郎

小林市郷土芸能

　　　　フェスティバル

◎突発的な事情等により変更となる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

9/1

開会日

2

３ ４

一般質問

５

一般質問

６

一般質問

７

一般質問

８ ９

10 11

議案質疑

12

議案質疑

13 14

委員会

15

委員会

16

17 18

敬老の日

19

委員会

20

委員会
予備日

21 22

決算審査

特別委員会

23

秋分の日

24 25 26

予算審査

特別委員会

27 28

最終日

次の９月定例会は

（はなみずき№ 65　2023．6 月議会号）

386

　『小林市郷土芸能フェスティバル』が、平成 29 年以来、６年ぶりに帰って来ます。
　今年は、11 月 12 日 ( 日 ) 小林市文化会館で行われ、小林市郷土芸能保存会連合会の田原 治
男 会長を中心に、８つの保存会が小林市の貴重な郷土芸能を披露する予定です。
　色鮮やかな衣装を身に着けての演舞や所作、細かな諸道具、音色や掛け声は小林市の宝。必見、
必聴です。（写真は H29 年度開催時）

　　　 岩戸神楽
       （いわとかぐら）

　　新地馬場棒踊り　
 （しんちばばぼうおどり）

   細野一区輪太鼓踊り
（ほそのいっくわだいこおどり）

　　東方輪太鼓踊り
（ひがしかたわだいこおどり）

　　　剣舞一の谷　　　  
　 （けんぶいちのたに）

　　   永田町馬踊り
 （ながたちょううまおどり）

　　真方一区兵児踊
 （まがたいっくへこおどり）

　　紙屋城攻め踊り
 （かみやしろぜめおどり）

イチオシ !!

  差 出 有 効 期 間
令和 7 年 7 月 24 日まで

（切手を貼らずにお出しください）


